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厚
生
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医
大
懇
や
技
術
職
員
交
流
会
議
へ
参
加
し
よ
う
！
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各
種
調
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結
果
の
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要
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大
学
に
お
け
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
」
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職
場
の
Ｑ
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不
利
益
変
更
の
「
代
償
措
置
」

と
は
？
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単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
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新
潟
大
学

　
　

「
大
学
生
活
に
お
け
る
雑
感
」

� 

名
古
屋
大
学

　
　

「
名
大
職
組
～
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
～
」
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わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　

10
月
17
日
、「
憲
法
・
い
の

ち
・
社
会
保
障
を
守
る
国
民
集

会
」
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
過
去
最
強
ク
ラ

ス
の
台
風
19
号
に
よ
る
大
規
模

災
害
が
発
生
し
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
や
、
今
も
そ
の
対
応

に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

向
け
た
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
地
域
を
含
め
、
多
く
の
都
道

府
県
か
ら
医
師
や
看
護
師
、
介

護
職
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。
参

加
者
は
昨
年
に
比
べ
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
被
害
を
受
け
た

都
道
府
県
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
総
勢
２
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
集
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
国
の
責
任
で
、
い
の
ち
と
、
人

権
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
保
障

の
拡
充
」
を
初
め
と
し
た
７
つ

で
す
。

　

集
会
に
は
、
日
本
医
師
会
長

及
び
日
本
歯
科
医
師
会
長
か
ら

賛
同
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
、
ま
た
ゲ
ス
ト
「
室
井
佑
月
」

さ
ん
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
は
、
ご
本
人
が
現
在
、
患
者

と
し
て
医
療
を
受
け
て
い
る
立

場
と
し
て
の
意
見
と
、
医
師
や

看
護
師
に
支
え
ら
れ
た
体
験
が

語
ら
れ
、
参
加
者
が
勇
気
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
会
議
員
あ
い
さ
つ

で
は
、
現
政
権
で
の
社
会
保
障

の
問
題
や
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
と
、患
者
医
療
費
負
担
軽
減
、

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の

厳
し
い
労
働
環
境
の
改
善
を
求

め
る
内
容
で
認
識
を
一
致
し
ま

し
た
。

　

集
会
後
の
パ
レ
ー
ド
は
、
雨

が
降
る
中
で
し
た
が
、
会
場
と

な
っ
た
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
を

出
発
し
銀
座
ま
で
、
多
く
の
各

都
道
府
県
や
各
々
の
組
合
の
旗

を
持
ち
最
後
ま
で
歩
き
続
け
ま

し
た
。（
病
院
協
議
会
幹
事 

　
　
　
　
　

 　

山
城 

美
奈
子
）

　

中
四
国
・
九
州
地
区
は
地
区

主
催
の
教
研
集
会
な
ど
日
常
的

に
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
・
高
等
教
育
、
労
働
条

件
、
組
織
拡
大
・
強
化
の
各
課

題
に
つ
い
て
の
中
執
報
告
、
香

川
大
か
ら
裁
量
労
働
制
教
員
の

労
働
時
間
把
握
に
関
す
る
特
別

報
告
が
行
わ
れ
、
各
課
題
に
つ

い
て
情
報
交
換
と
取
り
組
み
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
学
・
高
等
教
育
の
課
題
で

は
、
教
員
養
成
系
大
学
は
法
人

支
援
課
で
は
な
く
総
合
教
育
政

策
局
の
教
育
人
材
政
策
課
の
配

下
で
あ
る
問
題
、学
長
選
問
題
、

60
分
４
学
期
制
の
見
直
し
、
安

全
保
障
技
術
推
進
制
度
の
採
択

問
題
、
研
究
費
の
教
員
配
分
額

激
減
問
題
等
の
報
告
や
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

労
働
条
件
課
題
で
は
、
年
俸

制
か
月
給
制
に
か
か
わ
ら
ず
業

績
評
価
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
相
対
評
価

に
し
な
い
た
め
の
留
意
点
、
不

合
理
な
待
遇
差
の
禁
止
、
特
に

パ
ー
ト
職
員
へ
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
、

裁
量
労
働
制
の
労
働
時
間
把
握

状
況
、
非
常
勤
職
員
の
雇
止
め

問
題
、
年
５
日
の
年
休
取
得
に

関
す
る
問
題
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
題
等
を
交
流
し
ま
し
た
。

　

組
織
拡
大
・
強
化
課
題
で
は
、

全
大
教
の
組
織
運
営
に
関
し
て

意
見
交
換
を
行
い
、
単
組
代
表

者
会
議
に
つ
い
て
、
各
単
組
が

活
動
す
る
た
め
の
情
報
収
集
の

機
会
な
の
で
年
２
回
を
維
持
す

べ
き
、
全
国
一
堂
で
は
参
加
者

が
多
く
な
る
た
め
メ
リ
ッ
ト
デ

メ
リ
ッ
ト
両
面
あ
る
、
定
期
大

会
と
同
日
程
で
開
催
す
る
場
合

に
出
席
者
が
確
保
で
き
る
の
か

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
ま

た
、
諸
集
会
・
会
議
の
旅
費
に

つ
い
て
学
会
の
よ
う
に
自
費
に

し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
出

ま
し
た
。
単
組
の
組
織
拡
大
と

の
関
連
で
は
、
年
俸
制
の
組
合

費
を
ど
う
設
定
す
る
か
等
も
交

流
し
ま
し
た
。

（
中
央
執
行
委
員  

佐
々
木 

康
俊
）

　

各
単
組
の
情
報
交
流
の
中
で

新
年
俸
制
に
つ
い
て
、
新
規
採

用
者
に
は
適
用
を
強
制
す
る
事

例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
同
意
を

得
つ
つ
新
年
俸
制
適
用
者
を
全

体
の
８
割
と
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、

学
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
解
任
に
つ

い
て
の
情
報
が
報
道
の
み
で
あ

り
、
組
合
の
集
会
で
は
事
実
と

手
続
き
の
透
明
性
を
求
め
る
声

が
学
生
か
ら
も
挙
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
長
選
に
つ
い
て
意
向
投
票

を
行
わ
な
い
大
学
が
増
え
る
中

で
再
任
か
つ
対
立
候
補
者
が
無

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
意
向
投
票

を
実
施
し
た
大
学
の
地
元
紙
記

事
で
判
明
し
た
事
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
地
区
の
法
人

統
合
の
動
き
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
す
り
合
わ
せ
、
サ
テ
ラ
イ

ト
授
業
の
準
備
な
ど
、
実
務
的

な
面
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

裁
量
制
の
時
間
把
握
に
つ
い

て
多
く
の
大
学
が
実
態
把
握
に

努
め
て
ま
す
が
、
健
康
管
理
が

目
的
で
あ
る
の
に
規
制
当
局
の

判
断
基
準
が
見
え
に
く
く
、
大

学
の
財
政
も
関
連
す
る
為
に
苦

慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。
無
期

転
換
の
取
り
組
み
も
継
続
し
た

課
題
で
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

過
半
数
代
表
者
を
組
合
員
が

担
っ
て
い
て
、
規
則
改
定
の
手

続
き
等
を
通
じ
て
職
場
の
課
題

を
共
有
し
広
く
問
題
意
識
を
持

っ
て
も
ら
う
事
が
必
要
、
安
全

衛
生
委
員
会
の
審
議
事
項
を
充

実
さ
せ
る
組
合
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
発
信
し
拡
大
に
つ
な

げ
ら
れ
な
い
か
、
な
ど
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　

組
織
財
政
見
通
し
で
は
全
大

教
の
必
要
性
を
確
認
し
、
中
央

に
求
め
る
役
割
や
諸
集
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
単
組
の
議
論
、

意
見
を
集
約
し
て
い
く
事
と
し

ま
し
た
。

　

  （
書
記
次
長　

宮
本 

政
明
）
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